
 

 

謹啓  先生方におかれましては 益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さてこの度、下記の要領にて小倉薬剤師会学術研修会を開催いたします。 

ご多忙中、誠に恐縮とは存じますが、万障お繰り合わせの上ご出席頂きますよう 

お願い申し上げます。 

謹白 

研修認定単位取得に薬剤師免許番号が必要となりました。研修カードをご持参ください。 

研修カードのない方は必ず薬剤師免許番号の写しをご持参ください。 

記 

【日時】   2020年 2月 18日（火）19：00～ 

【場所】   小倉薬剤師会館 ３階 研修室 

北九州市小倉南区富士見２丁目８番２０号  
 

【情報提供】 19:00～19:15 

『不眠症治療薬 デエビゴ錠について』 
               エーザイ株式会社 

【ＰＳ】 1. ヒューマニズム（倫理）：①-1・2 ②-6～9  
2. 医薬品の適正使用（安全性、経済性）：②-70 ③-1 8～12・19・34～37 
3. 地域住民の健康増進（薬物乱用防止、セルフメディケーション）①-13・15  
 
 

【特別講演】19：15～20：15 

座長    学術委員会  入江 利行 

『今後求められる不眠症治療 

～平成 30年度診療報酬改定を受けて～』 

演者  久留米大学医学部 神経精神医学講座 

       准教授 小曽根 基裕 先生 
                                           

＜講演会要旨＞ 
平成 30 年度診療報酬改定により、不眠症治療の見直しが求められている。本改訂におけるキーポイントは１）
ベンゾジアゼピン系睡眠薬の多剤併用、２）長期投与、３）他職種連携があげられる。１）と２）は、既にBZP
系睡眠薬長期服用者においては、動機付け、退薬症候、代替療法未整備の点から減量・休薬を行うことが困難な
状況にある。また、「漫然とした投与」と揶揄されるこれらの患者を今後増やさないためにも不眠症診断の精度を
あげ、不眠を訴える患者に対する入口戦略を再度明確化していくことが今後必要である。さらに不眠症治療にお
いて、教育、指導が重要であり個々に時間を要するため医師のみの対応から３）多職種連携での診療体制の構築
が必要である。当日はこれらポイントに対する対応の要点をお話しする予定である。 
 

※非会員の方は会費 1000 円を頂戴しております。 
 

共催：（一社）小倉薬剤師会 エーザイ株式会社 


